
2020年 11月 10日 

北東北三県・北海道ソウル事務所だより（2020年 10月） 

 

報告者 職・氏名 所長 成田 斉
　　　　　　　　（秋田県からの派遣） 

 
１ 事業活動の概要 

（１）観光関係 

   社会的距離置きの段階が見直され始めたものの、イベント類の中止や延期、多くの企業で勤務体制

が縮小されたままであることから、企業訪問による打合せ等の会合が難しく、当事務所既存のデータ

更新や SNS 投稿を基本としながら、状況に応じて参加可能なイベントに参加して情報を提供してお

ります。 

・ホームページのアップデート 

   施設入場料金や営業日など最新の情報に順次更新しております。 

  ・ＳＮＳへの投稿 

   Facebook 11回、Instagram 5回投稿しました。 

  ・国際ゴルフ博覧会(済州)10/22-25 

 例年、国内各地で開催されている国際ゴルフ博です 

が、コロナの影響で開催日程が変更になっていたと 

ころ、済州道での開催に出展ブースを頂くことがで 

き、当地域のゴルフ場の紹介と観光について紹介を 

してきました。 

ブースに立ち寄った方の殆どが我々の地域を訪問 

した経験があり、ゴルフだけではなく温泉などで楽 

しんだ話を聞くことができました。 

・コースブック Vol.2 

 契約締結し、内容の方向性について協議、確認、校正をしているところです。 

・今年度の観光事業について検討 

 新型コロナの影響により日韓相互の行き来が緩和されてきているとは言え、難しい状況に変わりな 

い事から、今年度の事業計画の見直しについて検討しました。 

 

（２）物産関係 

   社会的距離置きの段階が見直され始めたことから、飲食店や卸し業の動きが活発になりつつあるも

のの、日韓相互の行き来が難しい状況の中、輸入会社や日本側メーカーと随時情報提供しながら今後

の取組について協議しております。  

・バイヤー招聘事業のフォローアップ 

 主に実績のある企業からの情報を収集し、該当の道県担当者へ情報提供しております。 

  ・輸入販売、物産イベント等の情報収集 

    11/8、日本酒の輸入会社が主催する試飲会に出展し、韓国東南部での販路拡大を目指します。 

  ・今年度の物産事業について検討 

   物産事業について観光事業と同様に計画していた当初計画事業の遂行が難しいことから、今年度の

事業計画の見直しについて検討しました。 



    

（３）その他 

  ・特別旅行注意報の延長（韓国） 

韓国外交部が 3月 23日に発令した特別旅行注意報が 7度にわたり延長されました。これにより期 

限が切れる 11月 17日までは海外旅行の計画をキャンセルまたは延期をしなければいけません。 

    ・入国規制緩和 段階的措置 

9月下旬から新規のコロナ確診者が少なくなり、10月 8日からは日韓相互でのビジネストラック及

びレジデンストラックの運用が開始されました。また、日本政府は韓国を含む１０カ国に対し、コ

ロナの感染状況が落ち着きつつあるとして危険レベルを３（渡航中止勧告）から２（不要不急の渡

航を自粛）に緩和しました。    

  ・済州道-日本 経済・観光交流活性化討論会(済州道) 

   済州商工会議所と在済州日本領事館、済州特別自 

治道韓日親善協会が主催する済州道との経済、観 

光交流を考える討論会に参加しました。北海道と 

青森県がこれまで交流を続けていることから、領 

事館より招待いただきました。 

    

私の他に日本側からは、ソウルに事務所を置く静 

岡県と自治体国際化協会（クレア）ソウル事務所の 

代表、山口県萩市出身者(クレア職員)が出席し、日 

本ではコロナとどう向き合っているのか、外国人が 

来ない状況の中での誘客の方法、これまでの済州道 

との交流などを説明しながら日本と済州道の交流 

継続を訴えました。これに対し、済州道では島だか 

らこそ防疫には十分な対応をとっており、自信があ 

るが、島民が外部との接触を好まないことで苦戦し 

ていた。日本側の取組について大変参考になるとの 

お話もあり、交流についてはコロナの影響で終える 

わけにはいかないと相互の交流を望んでいました。 

                          （写真は、上：討論会、下：静岡県の発表） 

  

２ 社会的距離置き 

 段階別基準と防疫措置                     （クレアソウル事務所提供）               

下の表は、11月 1日に韓国の中央災難安全対策本部が実施したブリーフィングで使用した資料を 

自治体国際化協会ソウル事務所（クレアソウル事務所）が日本語で要約したものです。 

 

 

 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


